
　

別
記
第
四
号
様
式
を
別
記
第
五
号
様
式
と
す
る
。

　

別
記
第
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
三
号
様
式
を
別
記
第
四
号
様
式
と
す
る
。

　

別
記
第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

別
記
第
二
号
様
式
を
別
記
第
三
号
様
式
と
し
、
別
記
第
一
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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附　

則

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
熊
本
県
温
泉
法
施
行
細
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
て

　

い
る
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
は
、
改
正
後
の
熊
本
県
温
泉
法
施
行
細
則
の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
提
出

　

さ
れ
た
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
と
み
な
す
。

　

熊
本
県
立
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
規
則
第
五
十
九
号

　
　
　

熊
本
県
立
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　

　

熊
本
県
立
大
学
学
則
（
昭
和
五
十
五
年
熊
本
県
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
第
二
章　

運
営
会
議
（
第
三
条
の
四－

第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
章　

評
議
会
（
第
四
条－

第
九
条
）

三
条
の
七
）

　
　
　
　
　

」

「
第
六
章
」
に
、
「
第
六
章
」
を
「
第
七
章
」
に
、
「
第
七
章
」
を
「
第
八
章
」
に
、
「
第
八
章
」
を

「
第
九
章
」
に
、
「
第
九
章
」
を
「
第
十
章
」
に
、
「
第
十
章
」
を
「
第
十
一
章
」
に
、
「
第
十
一
章
」

を
「
第
十
二
章
」
に
、
「
第
十
二
章
」
を
「
第
十
三
章
」
に
、
「
第
十
三
章
」
を
「
第
十
四
章
」
に
、

「
第
十
四
章
」
を
「
第
十
五
章
」
に
、
「
第
十
五
章
」
を
「
第
十
六
章
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
の
二
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
三
項
」
、
「
別
に
」
を
「
評
議
会
の
議
を
経
て
学
長
が
」
に

改
め
、
同
項
を
二
項
繰
り
下
げ
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２　

前
項
の
点
検
及
び
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
職
員
以
外
の
者
に
よ
る
検
証
を
行
う
も
の
と

　

す
る
。

３　

第
一
項
の
点
検
及
び
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
刊
行
物
へ
の
掲
載
そ
の
他
、
広
く
周
知
を
図
る
こ

　

と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
三
条
の
二
を
第
三
条
の
三
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
教
育
研
究
等
の
状
況
の
公
表
）

第
三
条
の
二　

本
学
は
、
教
育
研
究
活
動
等
の
状
況
並
び
に
組
織
及
び
運
営
の
状
況
を
、
刊
行
物
へ
の
掲

　

載
そ
の
他
広
く
周
知
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
公
表
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
評
議
会
の
議
を
経
て
学
長
が
定
め
る
。

　

第
一
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

　
　
　

第
二
章　

運
営
会
議

　

（
設
置
）

第
三
条
の
四　

本
学
に
運
営
会
議
を
置
く
。

　

（
組
織
）

第
三
条
の
五　

運
営
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

　

一　

学
長

　

二　

各
学
部
長

　

三　

本
学
の
教
員
の
中
か
ら
学
長
が
指
名
す
る
者　

若
干
人

　

四　

事
務
局
長

　

（
所
掌
事
務
）

第
三
条
の
六　

運
営
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
。

　

一　

本
学
の
運
営
に
関
す
る
企
画
立
案

　

二　

評
議
会
の
議
を
経
た
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
に
関
す
る
事
項

　

三　

学
内
の
意
見
調
整

　

（
委
任
）

第
三
条
の
七　

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
運
営
会
議
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
評
議
会
の
議
を
経

　

て
学
長
が
定
め
る
。

　

第
八
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
七
号
を
削
り
、
第
六
号
中
「
補
導
及
び
そ
の
身
分
に

関
す
る
重
要
事
項
」
を
「
及
び
補
導
に
関
す
る
事
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次

に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

九　

学
生
の
入
学
、
卒
業
又
は
課
程
の
修
了
そ
の
他
そ
の
在
籍
に
関
す
る
方
針
及
び
学
位
の
授
与
に
関

　
　

す
る
方
針
に
係
る
事
項

　

十　

本
学
の
教
育
研
究
活
動
等
の
状
況
に
つ
い
て
本
学
が
行
う
評
価
に
関
す
る
事
項

　

第
八
条
第
一
項
第
八
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

七　

本
学
の
教
育
課
程
の
編
成
に
関
す
る
方
針
に
係
る
事
項

　

第
八
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条

に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

一　

本
学
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
に
関
す
る
事
項

　

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
審
議
事
項
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
第
三
号
中
「
及
び
卒
業
」

を
「
、
卒
業
そ
の
他
そ
の
在
籍
に
関
す
る
事
項
及
び
学
位
の
授
与
」
に
改
め
、
同
項
中
第
四
号
及
び
第
五

号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
四
号
と
し
、
第
七
号
を
第
五
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
運
営
」
を
「
教
育
又

は
研
究
」
に
、
「
事
項
」
を
「
重
要
事
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

３　

学
部
長
は
、教
員
の
採
用
及
び
昇
任
の
た
め
の
選
考
に
つ
い
て
教
授
会
が
審
議
す
る
場
合
に
お
い
て
、

　

別
途
学
長
が
定
め
る
教
員
人
事
の
方
針
を
踏
ま
え
、
そ
の
選
考
に
関
し
、
教
授
会
に
対
し
て
意
見
を
述
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目
次
中
「
第
二
章　

評
議
会
（
第
四
条－

第
九
条
）
」
を

に
、
「
第
三
章
」
を
「
第
四
章
」
に
、
「
第
四
章
」
を
「
第
五
章
」
に
、
「
第
五
章
」
を



　

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
十
九
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
他
の
学
部
又
は
他
の
学
科
の
授
業
科
目
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
評
議
会

　

の
議
を
経
て
学
長
が
定
め
る
。

　

第
四
十
条
第
二
項
中
「
三
十
単
位
」
を
「
六
十
単
位
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
条
の
二
第
二
項
中
「
三
十
単
位
」
を
「
六
十
単
位
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
中
「
除
き
、
」
の
下
に
「
第
四
十
条
第
二
項
及
び
第
四
十
条
の
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
卒
業
の
要
件
と
な
る
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ
た
単
位
数
と
」
を
加
え
、
「
三
十
単
位
」
を

「
六
十
単
位
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

改
正
後
の
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
入
学
し
た
者
に
つ
い
て

　

適
用
し
、
同
日
前
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

熊
本
県
森
林
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
規
則
第
六
十
号

　
　
　

熊
本
県
森
林
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　

　

熊
本
県
森
林
組
合
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
三
年
熊
本
県
規
則
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

第
七
条
中
「
法
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
五
十

六
条
」
を
「
法
第
五
十
三
条
」
に
改
め
る
。

　

第
十
三
条
中
「
民
法
」
の
下
に
「（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
四
条
第
一
項
中
「
法
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
」
を
「
法
第
五
十
三
条
」
に
、
「
法
第
五

十
八
条
に
よ
つ
て
準
用
さ
れ
る
」
を
「
法
第
五
十
三
条
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
第
二
項
中
「
法
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
」
を
「
法
第
五
十
三
条
」
に
、
「
法
第
五

十
八
条
よ
つ
て
準
用
さ
れ
る
」
を
「
法
第
五
十
三
条
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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